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サイト概要

活動目的

面積

場所

申請者：サイト名：

兵庫県赤穂市にある瀬戸内海に面した工場内にある緑地。緑地は緑豊かな森に面し、
さらにサイト内に貯水池があり、その周辺では動植物が豊かな生態系を形成している。
また、貯水池に流れ込む小さな川があり、そこにはレッドリストに掲載されている植
物が自生している。

・敷地内での希少植物の保護、また地域の生物
多様性保全に貢献することを目的

・社員の環境教育の場として活用

6.5ha

兵庫県赤穗市
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アピール
ポイント

サイト周辺の
環境

土地利用の
変遷

申請者：サイト名：

●兵庫県のレッドリストでランクB（絶滅危惧Ⅱ類相当）に指定されているモリアオ
ガエルが生息しており、その維持に取り組んでいる。

●レッドリストに掲載されている植物が自生しており、その維持に取り組んでいる

●キスジゴキブリやヒメクロゴキブリといった希少なゴキブリ種が生息している

●自然が豊かな環境にしか生息しないシッコクコシビロダンゴムシと思われる日本在
来のダンゴムシも多数生息している

サイトの周辺は国立公園である瀬戸内海国立公園
に隣接している。

アース製薬（旧：木村製薬所）坂越工場は1910年
に建設された工場で、サイトは当時から工場敷地
内に有していた緑地である。工場建設以前の管理
状況は把握できないが、建設以降は改変や樹木伐
採、利用等はなく自然な状態が残っている。その
周辺の森も開発などされておらず自然な状態が
残っている。サイト内の貯水池は砂防のために工
場建設後に造成したもので、補修の他には周辺も
含めて大規模な改修等はなく、流れ込む小さな川
も自然な状態で残されている。
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価値（4）生態系サービスの提供の場であって、在来種を中心とした多様な動植物種からなる健全な生態系が存する場
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写真の説明：キスジゴキブリ

写真の説明：貯水池

申請者：サイト名：

生物多様性の価値

【場の概況】

【主な植生】

【確認された主な動植物など】

・昆虫類： 220種
・哺乳類： 7種（ニホンジカ、二ホンアナグマ、二ホンイノシシ、二ホンイタチなど）
・鳥類： 13種（トビ、チュウサギ、アオサギ、ハクセキレイなど）
・爬虫類： 2種（シマヘビ、カナヘビ）
・両生類： 3種（モリアオガエル、ニホンアカガエル、ニホンアマガエル）
・魚類 4種（コイ、オイカワ、ギンブナ、ドジョウ）
・その他節足動物： 2種（アカテガニ、テナガエビ）
・木本植物： 125種

北側は高木層（12m）にウバメガシが優占する照葉樹林、その他エリアは高木層（平
均12m）にアベマキやムクノキが優占する夏緑樹林であるが、亜高木層 （平均
8.5m）にはヤブニッケイやカクレミノ、低木層（6m）にはヒサカキやクロバイが優
占しており、照葉樹林化が進行している。

アース製薬坂越工場には山に面した多くの緑地が存在し、斜面には樹木やシダ植物が
生育して土壌侵食や地滑りを防いでいる。また砂防のための貯水池がある。
また在来種を中心に様々な動植物が生息・生育している。シダ植物以上の維管束植物
を記録した植生調査では、出現植物が125種確認できている。昆虫や動物なども約
250種と多数確認できる自然豊かなサイトである。
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価値（6）希少な動植物種が生息生育している場あるいは生息生育している可能性が高い場
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写真の説明：モリアオガエル

申請者：サイト名：

生物多様性の価値

【場の概況】

【確認された希少種】

■2023年4月に実施した調査
・レッドリスト掲載植物（環境省レッドリストNT、兵庫県レッドリストC）

目視による植生調査により確認

■2023年8月に実施した調査
・モリアオガエル（幼体）（学名：Zhangixalus arboreus）

兵庫県レッドリストB
目視による動物相調査により確認、生息場所：西側排水溝周辺

・ニホンアカガエル（成体）（学名：Rana japonica）
兵庫県レッドリストC
目視による動物相調査により確認、生息場所：工場裏手緑地

・ドジョウ（学名：Misgurnus anguillicaudatus）
環境省レッドリストNT、兵庫県レッドリスト要注目
水生動物相調査のためのトラップにより確認、生息場所：貯水池

アース製薬坂越工場内に存在する緑地は山に面し、貯水池や小さな川も有しており、
それぞれの環境で希少な動植物が生息している。
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写真の説明：ニホンアカガエル



活動計画の内容 モニタリング計画の内容

5

申請者：サイト名：

サイトの活動計画・モニタリング計画

【モニタリング対象】

【モニタリング場所】

【モニタリング手法】

【モニタリングの実施時期及び頻度】

【モニタリング実施体制】

・CSRサステナビリティ推進部および総務部

・植生研究グループ「無名ゼミ」

生態調査：年2回（春～夏）

植生調査：年1回（春）

カメラ調査：継続実施（通年）

・目視（ルートセンサス、見つけ採りを含む）・捕虫網（飛翔性昆虫）

・たも網（水生生物） 竹筒トラップ（ハチ類、クモ類）

・水生生物用トラップ（ドジョウ） ・トレイルカメラ（哺乳類、鳥類）

・植生調査（コドラート調査を含む）

アース製薬坂越工場敷地全域（特に以下の箇所）

・モリアオガエル生息箇所（西側排水辺）・ニホンアカガエル生息箇所（工場裏

手緑地）・ドジョウ生息箇所（貯水池）・希少植物自生地

動植物全般（特に以下に示す重要種）

［動物］・モリアオガエル・ニホンアカガエル・ドジョウ

［植物］・希少種

【活動計画の内容】
・モリアオガエルやニホンアカガエルの生息環境を詳しく調査し、
生息範囲を確認する。
・モリアオガエルの生息数を把握するため、産卵時期（4～6月）
に卵塊のカウントを行う。
・希少植物の自生域までの道づくりや、樹木の下草刈りを年に2回
行う。
・希少植物の自生株数を増やすための対策を検討する。
・トレイルカメラにより野生動物の生息を確認を行い、ニホンジカ
の生息数の増加がみられた際はヘキサチューブや防鹿柵などを使用
して対策を行う。
・アース製薬坂越工場敷地全体の目視調査を年に2回行い、動植物
相（特に希少種の個体群密度）に変化がないか確認を行う。
・アース製薬坂越工場のスタッフ全員に希少種が生息していること
を周知し、総力を挙げて保全に努める。
・希少種の保全に関しては基本的に以下の内容で管理を進める。

ヒトの立ち入りを禁止する（⇒観察用通路の整備）
その他人為的攪乱を排除する
生息環境を改善する（産卵木の仮設、光環境改善、除草など）
特定外来生物のアライグマや植生を乱す可能性のあるニホンジカな
どによる被害や悪影響を除去する
自然繁殖が困難な場合は保護し、人為的な育成を検討する

アース製薬株式会社 坂越工場（アース坂越の森） アース製薬株式会社R５後期【No.51】


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

